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初
日
の
十
五
日
は
、
粕
谷
中

央
副
執
行
委
員
長
の
開
会
の
こ

と
ば
の
後
、
出
席
者
全
員
に
よ

る
日
赤
新
労
労
働
歌
斉
唱
が
行

わ
れ
、
資
格
審
査
・
成
立
確
認

を
経
て
大
会
役
員
及
び
議
長
団

が
選
出
さ
れ
た
。
議
長
に
は
小

林
誠
氏
（
鳥
取
日
赤
）
、
副
議

長
に
和
田
友
紀
野
氏
（
嘉
麻
日

赤
）、
書
記
に
曽
野
友
輔
氏（
名

古
屋
第
二
）
。
審
議
に
先
立
ち

藤
井
中
央
副
執
行
委
員
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。「本

日
は
、各
地
よ
り
ご
参
集

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
二
〇
二
五
年
度

の
賃
金
交
渉
に
関
し
て
は
、
要

求
額
五
・
〇
％（
一
万
九
千
四
百

円
）に
届
か
な
い
も
の
の
、職
員

の
基
準
内
給
与
は
定
期
昇
給
分

を
含
め
、
平
均
で
三
・
七
九
％
、

一
人
当
た
り
一
万
五
千
百
一
円

の
改
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
令

和
八
年
三
月
一
日
実
施
で
、
遡

及
な
し
の
本
社
回
答
で
し
た
。

期
間
の
許
す
限
り
協
議
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
以

上
の
強
い
協
議
姿
勢
は
負
の
経

過
を
及
ぼ
す
こ
と
を
懸
念
し
、

来
年
度
こ
そ
は
遡
及
を
強
く
求

め
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
八

日
に
妥
結
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
赤
十

字
社
令
和
六

年
度
の
決
算

報
告
は
、
血

液
事
業
特
別

会
計
と
社
会

福
祉
特
別
会

計
は
黒
字
と

な
り
ま
し
た

が
、
一
般
会

計
は
令
和
五

年
度
と
比
較

し
て
六
・
七

億
円
の
減
少

し
、
医
療
施

設
特
別
会
計

全
体
の
決
算

は
、
医
業
収

支
で
五
百
六

十
三
億
円
の

赤
字
と
な

り
、
物
価
上

昇
に
よ
る
影

響
か
ら
、
黒

字
が
三
施
設
、
赤
字
が
八
十
九

施
設
と
な
り
、
赤
字
施
設
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
五
年

度
の
実
質
賃
金
も
物
価
上
昇
率

に
届
い
て
お
ら
ず
、
二
〇
二
六

年
度
の
物
価
上
昇
率
は
昨
年
度

よ
り
下
が
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
約
二
％
前

後
の
上
昇
と
推
測
さ
れ
、
物
価

高
は
継
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
『
Ｒ
プ
ラ
ン
』
に
よ

る
賃
金
改
正
に
よ
り
、
我
々
の

生
涯
年
収
の
減
少
を
改
善
し
て

い
く
た
め
の
協
議
は
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
賃
上
げ
に

つ
な
が
る
諸
手
当
等
の
要
求
を

勝
ち
取
る
た
め
の
更
な
る
強
い

協
議
姿
勢
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
一
方
、
二
〇
二
六
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
本

体
プ
ラ
ス
三
・
〇
九
％
と
い
う

改
定
率
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
一
・
七
％
は
明
確
に『
医

療
従
事
者
の
処
遇
改
善
』
、
つ

ま
り
我
々
の
賃
上
げ
の
た
め
の

原
資
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
原
資
が
自
動
的
に
我
々
の

給
与
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
改
定
を
最

大
限
に
活
か
し
、
来
年
度
の
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
、
遡
及
に
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最

後
に
、
本
大
会
が
有
意
義
で
実

り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
」

報
告
事
項
に
入
り
、
各
部
報

告
と
し
て
組
織
・
教
宣
・
調
査

の
各
部
長
よ
り
一
年
間
の
活
動

報
告
が
行
わ
れ
た
。
組
織
部
の

報
告
で
は
、
滋
賀
血
セ
・
京
都

血
セ
・
福
島
日
赤
の
脱
退
、
岩

手
乳
児
院
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
血

液
セ
ン
タ
ー
へ
の
オ
ル
グ
活
動

が
報
告
さ
れ
た
。
次
に
眞
秀
中

央
書
記
長
か
ら
一
般
経
過
報
告

が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
金
光

中
央
会
計
よ
り
会
計
収
支
決
算

報
告
が
行
わ
れ
、
二
〇
二
五
年

度
歳
入
の
部
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
西
岡
中
央
会
計
監
査
よ
り

「
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て
は

適
正
且
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て

い
る
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
二
〇
二
五
年
度
会
計
収
支

決
算
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。
単
組
活
動
報
告
に
お
い
て

は
、
各
単
組
代
表
者
か
ら
各
施

設
と
の
団
体
交
渉
や
レ
ク
活
動

等
の
報
告
が
行
わ
れ
、
単
組
間

で
レ
ク
活
動
内
容
へ
の
積
極
的

な
質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
二
日
目
終
了
時
ま

で
二
〇
二
六
年
度
運
動
方
針
案

・
要
求
書
案
・
予
算
案
等
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
運
動
方

針
案
は
原
案
ど
お
り
で
承
認
さ

れ
た
。要
求
書
案
に
お
い
て
は
、

基
本
賃
金
の
引
上
げ
を
定
昇
込

み
五
・
〇
％
（
一
万
九
千
九
百

円
）
と
す
る
こ
と
、
二
〇
二
六

年
度
期
末
手
当
を
四
・
六
五
か

月
プ
ラ
ス
一
律
六
万
円
と
す
る

こ
と
、
そ
の
他
の
要
求
書
案
に

つ
い
て
は
原
案
で
決
定
と
な
っ

た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
定
年

年
齢
の
引
上
げ
と
老
後
保
障
の

充
実
」
か
ら
「
高
年
齢
職
員
の

継
続
雇
用
と
老
後
保
障
の
充

実
」
へ
変
更
し
た
内
容
で
、
闘

争
方
針
案
は
原
案
ど
お
り
で
承

認
さ
れ
た
。
予
算
案
は
、
原
案

ど
お
り
で
の
決
定
と
な
っ
た
一

方
で
、
組
合
費
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
現
状
に
対
し
、
各
単
組
へ

組
合
員
増
員
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
組
合
費
納
入
率
の

ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
昨
今
の
物
価
高
騰
を
鑑
み

て
二
〇
二
六
年
度
よ
り
、
全
国

会
議
の
宿
泊
形
態
に
つ
い
て
朝

食
提
供
を
希
望
制
に
す
る
こ

と
、
機
関
紙
の
年
間
発
行
回
数

を
現
状
の
四
回
か
ら
三
回
に
減

ら
す
こ
と
が
本
部
よ
り
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
の

審
議
事
項
と
し
て
、
①
本
部
役

員
定
数
へ
の
提
議
に
つ
い
て
、

臨
時
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催

し
、
最
終
的
に
、
二
〇
二
六
年

度
第
1
回
中
央
委
員
会
時
よ
り

役
員
詮
衡
委
員
会
を
開
催
し
て

本
部
役
員
の
業
務
内
容
の
簡
素

化
や
、
定
数
削
減
が
可
能
性
に

つ
い
て
見
極
め
る
方
向
性
で
決

定
さ
れ
た
。
②
千
葉
血
セ
よ
り

訴
え
の
あ
っ
た
旅
費
規
程
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
施
行
開
始

ま
で
時
間
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
事
務
折
衝
や
団
体
交
渉
の

場
で
本
部
と
し
て
積
極
的
に
不

利
益
変
更
や
経
過
措
置
を
訴
え

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

役
員
選
挙
は
三
日
目
に
行
わ

れ
、
下
記
の
十
名
が
二
〇
二
六

年
度
本
部
役
員
と
し
て
信
任
さ

れ
た
。
嘉
麻
日
赤
の
江
口
遥
奈

氏
に
よ
り
大
会
宣
言
文
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
議
長
で
あ
る
小
林

誠
氏
の
力
強
い
掛
け
声
の
も

と
、
出
席
者
全
員
で
「
頑
張
ろ

う
」
三
唱
が
行
わ
れ
、
粕
谷
中

央
副
執
行
委
員
長
の
閉
会
の
こ

と
ば
で
全
日
程
を
終
了
し
た
。

■
報
告
事
項
■

一
、
各
部
報
告

二
、
一
般
経
過
報
告

三
、
二
〇
二
五
年
会
計
収
支

決
算
報
告

四
、
会
計
監
査
報
告

五
、
単
組
活
動
報
告

■
審
議
事
項
■

一
、
二
〇
二
六
年
度
運
動
方
針

案
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
、
賛
成
多
数
で

決
定
さ
れ
た
。

二
、
要
求
書
案
に
つ
い
て

基
本
賃
金
の
引
上
げ
を
定
昇

込
み
五
・
〇
％
（
一
万
九
千
九

百
円
）
と
決
定
。

そ
の
他
の
要
求
書
案
に
つ
い

て
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

三
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
お
よ
び
闘
争

方
針
案
に
つ
い
て

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
一
部
変
更
、

闘
争
方
針
は
原
案
で
承
認
さ
れ

た
。

四
、
予
算
案
に
つ
い
て

原
案
で
承
認
さ
れ
た
。

五
、
本
部
役
員
に
つ
い
て

（
新
役
員
は
裏
面
に
掲
載
）

六
、
二
〇
二
六
年
度
期
末
手
当

（
基
本
額
）
に
つ
い
て

【
本
社
要
求
額
】

四
・
六
五
か
月
プ
ラ
ス
一
律

六
万
円

七
、
そ
の
他

●
本
部
役
員
定
数
に
つ
い
て

●
旅
費
規
程
の
見
直
し
に
つ
い

て●
Ｈ
Ｐ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
に

つ
い
て「
連
絡
第
二
〇
三
六
号
」

参
照

●
組
合
費
ひ
っ
迫
に
か
か
る
本

部
提
案
に
つ
い
て

二
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
の
三
日
間
、
神

奈
川
県
横
浜
市
に
お
い
て
、
第
六
十
五
回
定

期
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
「
新
横
浜
フ

ジ
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

ス
パ
＆
レ
ジ
デ
ン
ス
」

を
会
場
と
し
て
、
全
国
加
盟
単
組
よ
り
代
議

員
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
た
八
十
九
名

参
加
の
も
と
、
二
〇
二
五
年
度
の
活
動
報
告

と
、
二
〇
二
六
年
度
運
動
方
針
案
や
要
求
書

案
、
予
算
案
等
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
が
行

わ
れ
た
。
新
執
行
部
体
制
の
も
と
、
本
年
度

も
要
求
獲
得
に
向
け
て
力
強
く
前
進
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

日
本
赤
十
字
新
労
働
組
合
連

合
会
は
、
現
地
参
集
に
て
第
六

十
五
回
定
期
全
国
大
会
を
横
浜

ア
リ
ー
ナ
、
横
浜
国
際
総
合
競

技
場
と
い
う
音
楽
と
ス
ポ
ー
ツ

の
聖
地
の
あ
る
街
、
神
奈
川
県

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
「
新
横

浜
フ
ジ
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
に
お

い
て
開
催
し
た
。
私
た
ち
は
二

〇
二
六
年
度
運
動
方
針
と
し
て

1
．
実
質
賃
金
の
獲
得
と
豊

か
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実
現

2
．
労
働
時
間
短
縮
と
完
全

週
休
二
日
制
の
全
施
設
実
施

3
．
教
宣
活
動
の
強
化
と
組

織
の
団
結
及
び
活
性
化

4
．
勤
務
評
定
制
度
の
完
全

実
施
と
人
材
育
成

5
．
高
年
齢
職
員
の
継
続
雇

用
と
老
後
保
障
の
充
実

6
．
福
利
厚
生
の
充
実
と
活

力
あ
る
職
場
環
境
の
実
現

7
．
恒
常
的
な
事
業
の
継
続

と
永
続
的
な
雇
用
の
維
持
・
確

保
以
上
の
七
項
目
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
年
々
厳
し
さ
を
増

す
労
働
環
境
の
な
か
、
日
赤
新

労
の
理
念
の
も
と
、
力
強
く
前

進
す
る
こ
と
を
誓
い
、
大
会
宣

言
と
し
ま
す
。

嘉
麻
赤
十
字
病
院
職
員
組
合

江
口
遥
奈

二
〇
二
六
年
度

全
国
会
議
開
催
予
定

○
第
一
回
中
央
委
員
会
（
東
京

都
港
区
）

五
月
十
日
〜
十
一
日

○
単
組
新
任
役
員
研
修
会
（
愛

知
県
名
古
屋
市
）

六
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日

○
第
二
回
中
央
委
員
会
（
長
野

県
佐
久
市
）

九
月
十
三
日
〜
十
四
日

○
第
三
回
中
央
委
員
会
（
京
都

市
中
京
区
）

十
二
月
十
三
日
〜
十
四
日

○
第
六
十
六
回
定
期
全
国
大
会

（
関
東
近
郊
）

二
〇
二
七
年
二
月
十
四
日
〜

十
六
日

日本赤十字新労働組合連合会
（日 赤 新 労）
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！
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中
央
副
執
行
委
員
長

林

衛
（
名
古
屋
第
一
）

中
央
副
執
行
委
員
長

中
村

智
明

（
名
古
屋
第
二
）

中
央
執
行
委
員

上
條

周
平

（
八
戸
日
赤
）

中
央
執
行
委
員

河
村

茉
衣

（
岡
山
日
赤
）

前
中
央
会
計

金
光

寛
樹

（
三
原
日
赤
）

前
中
央
執
行
委
員

佐
竹

翔
平

（
山
形
血
セ
）

中
央
執
行
委
員

山
口

昌
美

（
今
津
日
赤
）

こ
の
度
、
第
六
十
五
回
定
期

全
国
大
会
に
て
中
央
執
行
委
員

長
に
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当

組
合
は
、
筆
頭
組
合
と
し
て
名

実
と
も
に
日
赤
に
お

け
る
労
働
者
の
代
表

と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
々
連
合
体
の
発
言

力
・
影
響
力
が
強
い

こ
と
は
疑
い
な
く
、

諸
先
輩
方
々
が
築
き

上
げ
た
「
労
使
協
調

・
良
識
あ
る
組
合
活

動
」
の
基
本
路
線
を

受
け
継
ぎ
、
常
に
時

代
の
変
化
を
見
据
え

な
が
ら
諸
問
題
に
的

確
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。さ

て
、
令
和
八
年
度
賃
金
要

求
は
大
会
に
て
決
定
さ
れ
、
大

会
終
了
後
か
ら
本
年
度
の
春
闘

が
始
ま
り
ま
す
。
過
去
四
年
連

続
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取

っ
た
一
方
で
、
四
年
連
続
で
遡

及
な
し
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
期
末
手
当
も
六
年

連
続
で
前
進
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
二
〇
二

六
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
お
い
て
、
『
医

療
従
事
者
の
処
遇
改

善
』
が
明
確
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
改
定
を
最
大
限
に

活
か
し
、
本
年
度
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
遡

及
、
基
本
額
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

組
合
と
は
組
織
力

で
あ
り
、
各
々
が
日

赤
新
労
組
合
員
の
自

覚
を
持
つ
こ
と
で
、
一
層
組
織

力
が
増
し
、
発
言
力
・
影
響
力

が
よ
り
強
化
さ
れ
ま
す
。
本
年

度
も
皆
様
の
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
日
赤
新
労
の
中
央

副
執
行
委
員
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
名
古
屋
第
一
病
院
の

林
衛
で
す
。
単
組
の
執
行
委
員

長
と
兼
務
し
、
現
場
の
声
を
中

央
へ
届
け
る
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

普
段
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
栄
養
管

理
に
従
事
す
る
傍
ら
、
社
会
人

大
学
院
生
と
し
て
研
究
活
動
も

行
っ
て
お
り
、
令
和
八
年
度
末

の
博
士
学
位
取
得
に
向
け
て
研

鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。
臨
床

や
研
究
の
現
場
で
経
験
し
て
き

た
こ
と
を
、
少
し
で
も
組
合
活

動
に
活
か
し
、
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
赤
新
労
の
さ
ら
な
る
発

展
、
そ
し
て
何
よ
り
組
合
員
の

皆
様
の
労
働
環
境
や
処
遇
の
改

善
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら
尽

力
す
る
所
存
で
す
。

た
だ
、
中
央
役
員
と
し
て
は

新
参
者
で
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
こ

と
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
実
直
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
副
執
行
委
員
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
日
本
赤

十
字
社
愛
知
医
療
セ
ン
タ
ー
名

古
屋
第
二
病
院
の
中
村
智
明
で

す
。
身
に
余
る
大
役
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま

す
。
当
組
合
は
、
組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
環
境
を
守
り
、
よ

り
良
い
労
働
条
件
を
実
現
す
る

た
め
に
、
長
年
に
わ
た
り
力
を

尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の

努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
私
自
身
、
ま
だ
未
熟
な

点
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
副

執
行
委
員
長
と
し
て
、
組
合
員

の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い
く

所
存
で
す
。

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
日

々
変
化
し
、
現
場
の
課
題
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

組
合
と
し
て
「
そ
の
時
々
の
最

善
」
を
見
極
め
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
が
、
私
に
課
さ
れ
た
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
組
合
員
の
皆
様

と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
よ

り
良
い
職
場
環
境
の
実
現
に
向

け
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
中
央
執
行
委
員
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
八
戸
赤
十

字
病
院
の
上
條
周
平
と
申
し
ま

す
。
都
合
に
よ
り
暫
く
組
合
活

動
が
行
え
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
再
び

組
合
活
動
に
復
帰
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
不
慣
れ
な
部

分
が
多
々
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
選
ん
で
い
た
だ
い
た
か

ら
に
は
使
命
感
・
責
任
感
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
単
組
が
属
し
て
い

る
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
は
規
模
が
縮

小
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
他
ブ

ロ
ッ
ク
と
異
な
る
地
域
性
に
よ

る
視
点
か
ら
意
見
を
発
信
出
来

る
こ
と
、
病
院
事
務
職
員
と
し

て
人
事
関
係
の
業
務
に
携
わ
っ

て
い
た
視
点
か
ら
意
見
を
発
信

出
来
る
こ
と
等
、
自
身
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
か
ら
得
ら
れ
た

視
点
か
ら
日
本
赤
十
字
社
の
職

員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
と

な
る
よ
う
貢
献
す
る
こ
と
も
果

た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
役
目

と
考
え
て
い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日

本
赤
十
字
社
の
職
員
を
代
表
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
度
、
中
央
執
行
委
員
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
岡
山
赤
十

字
病
院
の
河
村
茉
衣
で
す
。
薬

剤
師
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
二
年
前
に
執
行
委
員
と
な

り
、
し
ば
ら
く
は
単
組
内
で
活

動
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ

の
年
の
第
三
回
中
央
委
員
会

（
広
島
）
を
き
っ
か
け
に
単
組

新
任
役
員
研
修
会
、
定
期
全
国

大
会
へ
も
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
な
に
も
わ
か
ら
ず

た
だ
参
加
す
る
だ
け
で
し
た

が
、
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
議

論
さ
れ
て
い
る
内
容
に
耳
を
傾

け
、
懇
親
会
の
参
加
に
よ
り
顔

見
知
り
が
増
え
少
し
楽
し
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
執
行

委
員
と
し
て
年
数
も
浅
く
、
あ

ま
り
物
事
を
深
く
考
え
な
い
性

格
で
、
定
期
全
国
大
会
で
中
央

執
行
委
員
を
就
任
し
て
か
ら
、

責
任
の
重
大
さ
に
気
付
き
ま
し

た
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

精
一
杯
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
日
赤
新
労
の
本

部
役
員
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
二
年
間
、
た
く
さ
ん
支
え

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
い
ち

ば
ん
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

現
場
か
ら
の
相
談
に
向
き
合
っ

た
時
間
で
す
。
相
談
を
受
け
る

た
び
に
、
「
自
分
は
役
員
と
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
何
度

も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中

で
も
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
多
く
を

語
ら
な
い
方
が
、ぽ
つ
り
と「
助

か
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
あ
の

一
言
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
派
手
な
成
果
や
拍
手
よ
り

も
、
誰
か
の
不
安
が
少
し
軽
く

な
る
こ
と
。
そ
こ
に
組
合
の
意

味
が
あ
る
ん
だ
な
と
、
教
え
ら

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
組
合
の

役
割
は
交
渉
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
不
安
を
�
言
葉
に
で
き
る

形
�
に
し
て
支
え
る
こ
と
で
も

あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
実
感
し

た
二
年
間
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
、

至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
て
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
本
部
役
員
の
皆
さ
ま
、

相
談
役
、
そ
し
て
日
々
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
事
務
局
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
す
。
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
一
組
合
員
と
し

て
、
で
き
る
範
囲
で
組
合
活
動

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
後
任

の
役
員
の
皆
さ
ま
の
こ
と
も
、

ぜ
ひ
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
支

え
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
二
年
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
年
間
本
部
役
員
を
務
め
さ

せ
て
も
ら
い
、
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
色
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
そ
れ

も
含
め
て
組
合
活
動
と
は
実
に

人
間
臭
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
決
し
て
悪
い
意
味
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
連
合

会
と
し
て
こ
こ
ま
で
発
展
で
き

た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
生
き
て
い
く
う
え
で
大

切
な
も
の
は
何
な
の
か
ヒ
ン
ト

を
も
ら
え
た
気
が
し
ま
す
。

最
後
に
、本
部
役
員
の
皆
様
、

組
合
員
の
皆
様
、
そ
の
ご
家
族

の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
退
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
よ
な
ら
だ
け
の
人
生
じ
ゃ

つ
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
会
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
度
の
定
期
全
国
大
会
で

本
部
役
員
を
退
任
す
る
と
と
も

に
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
こ

の
度
、
定
年
を
二
年
残
し
て
日

本
赤
十
字
社
を
退
職
し
、
新
た

な
道
へ
進
む
決
意
を
い
た
し
ま

し
た
。

私
に
と
っ
て
、
本
部
役
員
を

務
め
る
の
は
約
二
十
年
振
り
の

こ
と
で
し
た
。
定
年
を
前
に
最

後
の
御
奉
公
と
い
う
気
持
ち
で

引
き
受
け
た
一
年
で
し
た
が
、

振
り
返
れ
ば
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、

定
年
延
長
、
地
域
手
当
な
ど
非

常
に
難
易
度
の
高
い
課
題
が
沢

山
あ
っ
た
激
動
の
一
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
全
て
の
案
件
で
納

得
の
い
く
結
果
を
出
せ
た
わ
け

で
な
く
、
も
ど
か
し
さ
が
残
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
全
国
の
日
赤
新
労
の
方

々
と
直
接
対
話
を
し
、
現
場
の

切
実
な
思
い
を
共
有
で
き
た
こ

と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
計

り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
共
に

活
動
し
た
本
部
役
員
の
方
た
ち

に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。正
直
を
申
し
上
げ
れ
ば
、

着
任
当
初
は
「
自
分
よ
り
ず
っ

と
若
い
世
代
ば
か
り
で
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
」
と
案
じ
る
気
持
ち

も
少
し
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
し

た
。
彼
ら
は
緻
密
な
戦
略
、
柔

軟
な
思
考
、
そ
し
て
何
よ
り
組

合
員
の
労
働
条
件
を
良
く
し
た

い
と
い
う
情
熱
は
年
配
者
の
私

か
ら
見
て
も
驚
く
ほ
ど
優
秀

で
、
日
々
感
銘
を
受
け
て
お
り

ま
し
た
。
彼
ら
の
よ
う
な
頼
も

し
い
後
輩
た
ち
が
い
る
限
り
日

赤
新
労
の
未
来
は
明
る
い
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
二
年
早
く

私
は
退
職
し
ま
す
が
日
赤
新
労

で
得
た
「
最
後
ま
で
考
え
抜
く

経
験
」
と
「
仲
間
と
の
絆
」
を

胸
に
新
し
い
環
境
で
も
自
分
ら

し
く
挑
戦
を
続
け
て
行
く
所
存

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
部

役
員
の
皆
様
、
各
単
組
の
組
合

員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
日
赤
新
労
の
さ
ら

な
る
発
展
と
皆
様
の
御
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

※
前
中
央
副
執
行
委
員
長
の

粕
谷
幸
司
氏
は
、
今
年
度
は

相
談
役
に
就
任

こ
の
度
、
中
央
執
行
委
員
に

信
任
い
た
だ
き
ま
し
た
、
第
六

ブ
ロ
ッ
ク
今
津
赤
十
字
病
院
の

山
口
昌
美
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私

は
病
棟
で
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
単
組

活
動
は
長
く
昨
年
か
ら
執
行
委

員
長
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
、
中
央
執
行
委
員
と

い
う
大
役
を
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
中
央
執
行

委
員
と
い
う
こ
れ
ま
で
と
は
違

っ
た
立
場
で
全
国
の
皆
様
と
共

に
問
題
解
決
に
努
め
さ
せ
て
頂

き
、
こ
の
一
年
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
精
一
杯
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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茉
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）
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）
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大
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）
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）
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）
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八
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）
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津
日
赤
）

（
嘉
麻
日
赤
）

新
任
挨
拶

新
任
挨
拶

中央執行委員長就任挨拶
第十五代中央執行委員長 藤井 祥子

退
任
挨
拶

退
任
挨
拶

前
中
央
執
行
委
員

黒
木

聖
久
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名
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﹇
会
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・
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京
都
港
区

「
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
浜
松
町
」

―第1回中央委員会―
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